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     第 18回通常総会のお知らせ 

１ 巻頭言    塩山理事長 

   ２ 事業報告   ＳＤＧｓ講演会「持続可能な開発目標ってなに？」 

   ４ 報  告   第１回 環境カウンセラー環境保全活動表彰    

   ５ 会員投稿   書籍紹介 堤未果著「日本が売られる」 

   ６ 会員投稿   地球温暖化対策はＳＤＧｓとの相乗効果 

   ８ 会員投稿   生態系に視る自然資本とサプライチェーン 

  １０ 会員投稿   利根川水系の治水安全整備 

  １２ 会員投稿   生物多様性とは何か その２７ 

  １４ 会員投稿   とちぎの色（夏を待つ） 

  １５ 会員投稿   曽我部二郎の薔薇コーナー№７ 

  １６ 会員の活躍  福島義隆さん 

  １８ 栃木県内環境イベント情報 
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第
十
八
回
通
常
総
会
と
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

 
 
 

当
法
人
の
第
十
八
回
通
常
総
会
を
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
致
し
ま
す
の
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◆
通
常
総
会 

日 

時  

５
月
１
９
日
（
日
） 

１
４
時
～
（
受
付
１
３
時
３
０
分
～
） 

場 

所 

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２-

４-

６ 
 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ 

電
話
：
０
２
８-

６
３
５-

５
５
１
１ 

 

◆
講
演
会 

総
会
終
了
後 

１
５
時
３
０
分
よ
り 

テ
ー
マ
：
「
温
暖
化
と
疾
病
に
つ
い
て
～
温
暖
化
の
影
響
と
感
染
症
～
」 

 

講
演
者
：
齊
藤
好
広 

会
員 

 ◆
懇
親
会 

講
演
会
終
了
後
（
１
７
時
１
０
分
頃
か
ら
の
予
定
） 

参
加
費 

５
，
５
０
０
円 

 
 

 
 

 

◆
年
会
費
納
入
お
願
い
し
ま
す 

当
法
人
の
平
成
３
０
年
度
の
年
会
費
（
６
，
０
０
０
円
）
を
銀
行
口
座
ま
た
は 

郵
便
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
総
会
当
日
に
、
受
付
に
て
お
支
払
い
戴
い
て
も
結
構
で
す
。
） 

 

足
利
銀
行 

本
店 

普
通 

４
２
１
５
８
２
４ 

（
特
非
）
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

理
事
長 

塩
山
房
男 

郵
便
局 

記
号
１
０
７
５
０ 

番
号
２
３
７
２
８
５
６
１ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 
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元
号
が
令
和
と
改
ま
る
こ
の
時
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
改
め
て

環
境
問
題
を
振
り
返
っ
て
見
ま
し
た
。 

昭
和
３
０
年
後
半
～
４
０
年
代
は
、
戦
後
経
済
が
劇
的
に
復
興
す
る
反
面
、
水

質
や
大
気
汚
染
等
の
公
害
、
農
薬
汚
染
、
自
然
保
護
問
題
等
で
、
環
境
問
題
と

し
て
は
反
対
運
動
す
る
市
民
団
体
と
企
業
と
の
対
立
構
造
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
よ
う
な
中
、
国
で
は
昭
和
４
６
年
（
１
９
７
１
）
頃
か
ら
水
質
汚
濁
防
止
法

を
は
じ
め
、
各
種
環
境
規
制
の
法
律
を
整
備
し
、
５
０
年
代
後
半
頃
に
は
環
境

の
改
善
が
見
ら
れ
た
部
分
も
あ
り
、公
害
反
対
運
動
等
の
市
民
運
動
の
賜
物
と

思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
は
、
こ
の
時
代
の
環
境
問
題
が
原
点
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
に
入
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
温
暖
化
、
廃
棄
物
等
の
問
題
が
新
た

に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、資
源
の
枯
渇
問
題
を
始
め
、多
く
の
環
境
、経
済
、

社
会
的
問
題
・
課
題
が
山
積
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

発
展
途
上
国
で
は
、
急
速
に
経
済
成
長
が
進
む
国
、
紛
争
問
題
や
環
境
劣
化
、

人
口
増
加
な
ど
で
未
だ
に
貧
困
と
飢
え
に
苦
し
む
国
等
多
様
な
課
題
も
生
じ

て
き
ま
し
た
。
１
９
８
０
年
代
後
半
（
平
成
に
入
る
）、
世
界
的
な
潮
流
と
し

て
、
持
続
可
能
な
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）
地
域
社
会
・
国
つ
く
り
、
経
済
、
農
業
、

産
業
な
ど
多
く
の
分
野
で
取
り
組
み
が
始
ま
り
、個
別
課
題
と
し
て
独
立
し
て

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
課
題
は
単
独
で
解
決
で
き

な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
持
続
可
能
で
平

和
な
社
会
を
目
指
す
世
界
共
通
の
目
標
と
し
て
、統
合
的
な
課
題
解
決
を
図
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
協
会
と
し
て
平
成
最
後
に
な
る
昨
年
度
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
と
し
て
「
誰

が
、
ど
の
様
に
取
り
組
み
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
」
の
趣
旨
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

小
生
な
り
に
感
じ
た
こ
と
を
以
下
に
述
べ
ま
す
。 

１
・
誰
が
；
個
人
、
企
業
主
、
市
民
団
体
・
組
織
等
の
現
場
が
意
識
し
て
取
組

む
事
が
大
切
で
、
県
・
市
町
の
自
治
体
は
、
地
域
で
目
指
す
べ
き
目
標
や
課
題

を
整
理
し
、
市
民
・
県
民
に
示
す
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
・
ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か
；
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
を
知
る
こ
と
、
持
続

可
能
な
地
域
作
り
に
は
何
が
必
要
か
を
整
理
し
、意
識
し
て
戦
略
を
作
り
ま
す
。

②
自
治
体
は
、
個
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
組
め
る
仕
組
み
を
作
り
、
目
指
す
目
標

な
ど
を
作
り
ま
す
。③
環
境
問
題
の
知
識
も
重
要
な
た
め
環
境
教
育
も
大
切
で
、

教
育
関
係
者
の
意
識
改
革
や
制
度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、人
材
育
成
が
必

要
で
す
。
④
個
人
・
個
人
で
の
取
り
組
み
は
小
さ
い
が
、
人
と
人
の
繋
が
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
作
り
、
協
働
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
昔
は
（
江
戸
時
代
）、
持
続
型
農
業
と
し
て
、「
結
い
」
の
制
度
で
豊
か
な

水
田
を
維
持
し
ま
し
た
。
今
後
は
「
近
代
的
な
結
い
」
と
し
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
協
同
だ
と
思
い
ま
す
。
⑤
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
の
中
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
組
み
入
れ
た
明
確
な
目
標
管
理
を
持
つ
こ
と
が
、生
き
残
り
戦
略

で
す
。
⑥
目
標
を
持
つ
こ
と
、
ど
の
様
に
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
か
が
、
地
域

や
企
業
で
異
な
り
、
勉
強
し
あ
う
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。 

３
・
メ
リ
ッ
ト
は
；
①
将
来
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
損
な
わ
ず
、
現
代
世
代
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
開
発 

す
な
わ
ち
、
今
の
生
活
を
維
持
し
な
が
ら
、
未
来
の
子
供

達
に
残
す
べ
き
物
は
何
か
が
明
確
に
な
り
ま
す
。②
世
界
共
通
の
言
語
で
意
識

し
、
行
動
が
環
境
に
優
し
く
な
り
ま
す
。
③
企
業
主
に
と
っ
て
〇
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
、
〇
企
業
の
生
き
残
り
戦
略
、
〇
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
、

〇
優
秀
な
人
材
が
確
保
し
や
す
く
、〇
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
な
ど
の
融
資
制
度
が
優
先

的
に
受
け
ら
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
〇
ま
た
、
世

界
を
相
手
に
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
信
頼
上
必
須
で
、
関
係
す
る
企
業
や
消

費
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
へ
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
元
号
が
令
和
時
代
と
な
り
、
今
後
の
環
境
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、

昭
和
時
代
の
対
立
関
係
で
も
な
く
、
平
成
の
個
別
独
立
し
た
推
進
で
も
な
く
、

市
民
が
県
民
が
更
に
は
全
世
界
の
人
類
が
、
国
を
超
え
て
企
業
や
行
政
、
個
人

が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
協
同
で
環
境
問
題
や
経
済
・
社
会
問
題
に

取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
が
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
多
く
の
情
報
を
分
析
し
、
世
界
共
通
の
言
語
・
目
標

を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
有
限
の
地
球
環
境
の
中
で
、
私
た
ち
の
子
供

の
世
代
、
孫
の
世
代
に
、
何
を
残
せ
る
の
か
を
模
索
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

省
エ
ネ
（
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
）、
廃
棄
物
問
題
、
企
業
や
農
業
、
市
民
団

体
の
活
動
の
在
り
方
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
論
的
な
テ
ー
マ
で
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。是

非
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
推
進
に
悩
ん
だ
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

巻 頭 言 
 

理事長 塩山 房男 
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